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企業と雇用システム 

２０１６年１１月１１日 

講師：髙田好章 

第７回 労働時間と働きすぎについて考える 

 

○前回アンケートの質問・要望から： 

 

◎今回の概要： 

今の日本の多くの労働者は長時間労働の元に置かれていることは周知の事実です。サービス残業・ブ

ラック企業・ブラックバイトという言葉の流布はそのことを表しています。もっとも悲惨なことは過労

死・過労自死です。なぜ長時間労働になるのか、その実態を知るとともに、どうすれば自由な時間を取

り戻すことができるかを考えます。 

 

○プロローグ 

・電通事件と「電通鬼十則」、「２４時間働けますか」、『出世する人、出世できない人：７０の法則』 

（※以下、主に下記森岡孝二『過労死は何を告発・・』による） 

○労働時間への取り組み 

・経済学研究の主要テーマにならず：労働組合も問題意識希薄：過労死裁判での労働組合非協力も 

 

○８時間労働制への流れ：工場法制定 

・英国：１３世紀農民１６２０時間、中世の労働者２３０９時間、１８４０年労働者３５８８時間、 

１９８７年米国平均労働者１９４９時間、１９８８年英国製造業労働者１８５６時間 

 

○日本の長時間労働の実態 

・年間平均労働時間の断続的減少とパートタイム労働者比率の増加 

・労働時間の二極分化：男性の長時間労働と女性の短時間労働：性別格差・男は会社、女は家事 

・男性正社員：１日１０時間以上、週５３時間以上働く：若者の４割近くが週６０時間以上働く 

 

○不払い賃金 

・実労働時間と支払労働時間：労働力調査と毎勤調査の差：週６～７時間 

・不払残業試算：一人８０万円、正規労働者３２００万人、合計２６兆円（２０１２年） 

 

○過労死・過労自死の実態と告発 

・過労死ライン：年間３０００時間、月８０時間以上（３カ月）、月１００時間以上（１カ月） 

・過労死１１０番：１９８８年から２０１３年まで相談件数：１万０６７１件 

・過労死・過労自殺の労災請求件数：過労死は年８００件前後で高止り、過労自殺は急伸１４００件 

年齢別：５０歳以上は過労死、若者は過労自殺が多い 

・ＩＴ産業の過酷な労働実態：１２時間労働：「ふつう」になっている「ふつうでない」働き方 
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・平岡事件：最初の過労死認定・過労裁判・作業長の超長時間労働・年間実働３６６３時間、３６協定 

・製造業の過労死：カルビー：ＱＣサークル、トヨタ：製造現場責任、長時間過重労働 

・ホワイトカラーの過労死：証券営業マン：ノルマ、銀行員、教師・医師 

・若者の過労死・過労自死：和民、日本海庄や、東電：長時間・深夜労働、うつ病発症 

 

○長時間・過重労働対策とその問題 

・過労死防止法の制定：２０１４年６月：過労死のない社会の実現を目指す：推進・啓発・相談 

・産業医制度、メンタルヘルス、ストレスチェック 

・３６協定：上限に法的拘束力ない努力基準 

・有給休暇：４８．８％、企業文化 

 

○時間規制をはずす動きとＩＬＯ条約の未批准 

・変形労働制・みなし労働制・裁量労働制の導入、残業ゼロ法案、固定残業 

・ＩＬＯ：労働時間関係・休暇関係のＩＬＯ条約１８：日本全て未批准：ディーセントワーク以前 

 

◎最近の新聞記事から 

 

◎ビデオ 

ガイアの夜明け 密着！会社と闘う者たち ～“長時間労働”をなくすために～ 

   前編：「カトク」が挑むドン・キホーテ  ２０１６年２月９日 テレビ東京 約２２分 

 

◎参考文献 

・森岡孝二『過労死は何を告発しているか 現代日本の企業と労働』岩波現代文庫。２０１３年 

・岸‐金堂玲子・森岡孝二編『健康・安全で働き甲斐のある職場をつくる』ミネルヴァ書房、２０１６年 

・川人博『過労自殺第二版』岩波新書、２０１４年、『過労自殺』岩波新書１９８８年 

・森岡孝二『働きすぎの時代』岩波新書、２００５年 

＊損害保険産業の労働時間管理の実態については、松浦章『日本の損害保険産業』桜井書店 2014 

 

◎今後の講義予定変更： 

１１月１８日：８回：就職から退職まで 

９回：キャリアを考える 

１１月２５日：９回：性別分業：女性労働と外国人労働等について 

１２月 ２日：１０回：労働者を守る制度について 

１２月 ９日：過労死防止等に関する啓発授業（厚労省委託事業）：講師：森岡孝二氏・西垣廸世さん 

１２月１６日：１１回：さまざまな働き方・新たな働き方 

１２月２３日：１２回：雇用の流動化と労働規制緩和政策 

 １月 ６日：１３回：企業と雇用システム・まとめ１：日本的雇用慣行と非正規化 

 １月１３日：１４回：企業と雇用システム・まとめ２：働きすぎと性別分業 


